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1 服藤早苗他編『ケガレの文化史－物語・ジェンダー・儀礼』2008：21 























































                                                   










































































































員が 15 名いる。宮司が１名、権宮司が１名、禰宜が２名、権禰宜が 9 名、そして出仕が 2
名である。 
 
名前 職階 性別 役割 
神職 A 禰宜 男性 竹駒神社祭儀部 部長 
神職 B 権禰宜 男性 竹駒神社祭儀部 奉賽課長 
神職 C 権禰宜 男性 竹駒神社教化講務部 部長 
神職 D 権禰宜 女性 竹駒神社祭儀部 
























































































































































































































































































































































































































































 第 1 章では、神道史を定義から成立期、古代、中世、近世、近現代、そして現在の
神社神道までの歴史的な展開を述べる。 
 第 2 章では、これまで調査研究を行った竹駒神社の由緒と沿革を概説する。 
 第 3 章では、竹駒神社の中にある施設・設備や信仰対象となるものを全て詳しく述
べる。また、竹駒神社を長年支える奉仕団体の歴史から現在の情況まで示す。 
 第 4 章と 5 章では、これまで竹駒神社で行った調査研究の結果を、事例を通じて示
す。両者では共通点もあれば相違点もある。共通点は、両者に取り上げる事例の内容
は普遍的なケガレを祓うという点である。ここでいう普遍的なケガレとは、性別や年
















 第 6 章では、神葬祭について全国アンケート調査の結果を示す。この調査は東北大学
大学院文学研究科教授鈴木岩弓の「現代日本における神葬祭の実態把握調査」の一環とし
て実施している。調査対象は、全国都道府県神社庁、47 か所である。期間は、平成 26 年























は「Shintoism; the traditional polytheistic religion of Japan」という簡単な意
味しか書かれていない。筆者の母国語、日本語‐インドネシア語辞典9には、「Shinto」
は「Agama Shinto」（神道教）、つまり神道は、宗教の名前の一つで、神道は宗教とし



















                                                   


































































































































































                                                   
































                                                   




























































































































































































































































































































































                                                   
14 宮城正俊編、1993：59-60 
15 平安前期の第 54 代天皇。嵯峨天皇と橘嘉智子の子。学問を好み、老荘の説や『群書治要』などを通覧。
生来病弱なこともあって医学にも詳しい。 
16 小野篁は延暦 21 年（801）生まれ。仁寿 2 年 12 月 22 日（852）51 歳で死去（『日本人名大辞典』2001：


































                                                   
20 『竹駒神社』1993：381-394 


























3 天仁元 1108 鳥羽 藤原基衡瑞夢によって竹駒明神を気仙郡に分祀（伝）。 
4 保元 2 1157 後白河 千葉介常胤竹駒神社に古鏡を奉納。 














































る（4 貫 819 文）。 







































この頃伊達吉村竹駒神社に参詣し、和歌 13 首を奉納。 
15 享保 8 1723 中御門 古内家竹駒神社に神領として 300 文を寄付。 



























































































加寄進、朱印状及び都合 3 貫文の目録を受ける。 










佐藤屋又七郎ほか竹駒神社参道に石灯龍 1 基を奉納。 













31 寛政 3 1791 光格 竹駒明神社創建 950 年祭を行う。 
32 寛政 4 1792 光格 伊達斉村より朱印状及び目録を受ける。 












































39 文政 11 1828 仁孝 伊達斉邦より朱印状及び目録を受ける。 





















43 嘉氷 4 1851 孝明 竹駒神社石の間を木造幣殿造りとする（幣殿）。 
44 文久元 1861 孝明 竹駒神社・角田天満宮両社奉額「狂歌合い」を行う。 
45 慶応元 1865 孝明 竹駒神社随身門屋根葺替える。 
46 明治 2 1869 明治 竹駒寺住職伊波野元一郎竹駒神社初代祠官となる。 
47 明治 3 1870 明治 竹駒神社に関する調査書仙台藩庁に提出。 
48 明治 5 1872 明治 竹駒神社幣殿の屋根仮葺替（明治 7 年に完成）。 





















県社竹駒神社氏は岩沼総戸数と同じ 769 戸、 
氏子総代古内広直。 
52 明治 14 1881 明治 明治天皇第 2 次巡幸 再び竹駒神社に御一泊。 
53 明治 19 1886 明治 竹駒神社赤鳥居（木造）を建立。 
54 明治 30 1897 明治 幸田露伴竹駒神社に参拝（遊行雑記による）。 









竹駒神社由緒調で、竹駒神社氏子 1,080 戸、 











58 明治 42 1909 明治 竹駒神社神輿新造、この年の初午祭より渡御。 
59 明治 45 1912 明治 竹駒神社幣殿屋根を葺替える。 
60 大正 2 1913 大正 竹駒奴を復元し竹駒神社は初午祭に披露。 
61 大正 5 1916 大正 室権蔵「御使者像」（白狐像）を奉納。 




















































    竹駒敬神婦人講設立され、皇居動労奉仕団（第 1 回）
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第 1 回竹駒産業文化賞者決まる。 
竹駒神社「竹駒の舞」成る。 



































小神輿「朱雀・玄武」の 2 基を造る。 
国旗掲揚塔（総鉄骨）の奉納あり。 


























































































88 昭和 51 1976 昭和 初午大祭奉賛宇野画塾展（第 1 回）を開催。 









この年 6 月の宮城県沖地震により境内石灯龍の 
ほとんどが倒壊。 








































































芭蕉奥の細道 300 年を記念し特別展開催。 









竹駒神社全国俳句大会（第 1 回）を開催。 































7 月 1 日、竹駒神社第 12 代宮司千葉博男氏の御就任を
祝した。 













3 月 21 日、初午大祭期間中、名物の神輿渡御が行われ、
市内巡幸して 700 人が参列した。 
7 月 17 日第 42 回宮城県神社総代連合会大会並びに宮
城県神社関係者大会。 






















4 月 29 日、竹駒神社敬神婦人講結成 50 周年記念、 
皇居勤労奉仕。 















6 月 15 日、竹駒神社御鎮座 1,160 年奉祝大祭が 
斎行された。 













9 月 26 日、御社殿復興 10 周年遷座記念大祭盛大に 
斎行。 



































10 月 6 日、幽玄な仲秋観月祭、舞楽「納曽利」舞を神
前初奉納。 






















3 月 25 日、第 51 回竹駒神社全国銘菓奉献祭が執行さ
れ、全国各地より 180 台の銘菓が奉献された。 
8 月 28 日、宮城県敬神婦人連合会の総会が竹駒神社の
崇敬会館で開催された。9 月 14 日、創立 50 年の節目
に穂徳田抜穂祭が斎行された。 


























3 月 8 日、竹駒奴を先頭に大神輿が市内を巡幸した。 
4 月 10 日、竹駒神社で天皇皇后両陛下御結婚満 50 年
奉祝祭が斎行された。 




























3 月 11 日、巨大地震・マグニチュード 9.0 より初午大
祭目前に、境内の石灯籠など倒産した。 
5 月 8 日、被災者の避難所 2 ヶ所で竹駒敬神婦人講、
神職等が炊き出しをした。7 月 6 日、竹駒神社御鎮座
1,770 年記念向唐門大修復事業奉賛会の解散式が行わ
れた。 


















































24 東京新聞、2007.12.12  
































                                                   











 命婦とは、昔、5 位以上の婦人に対する敬称で、自分自身が賜ったのを内命婦、夫が 5
位以上の時は外命婦と呼んだ。一方稲荷神の使いの狐の称という説もある。稲荷神の使者
としての狐は眷属と呼ばれている。 







































































































 竹駒神社は、昭和 29 年に、東京都南千住の竹駒講が神道大教正大沢龍斎作の大国主神と
恵比須神の神像を奉納され、氏子崇敬者の協賛で完成されたもので、造営費は 50 万円、青
森ヒバを 13 石、大工手間延 11 百 70 人で、昭和 30 年起工、昭和 31 年 1 月 10 日竣工式を
挙げた。一般には、縁結びの神農耕守護の神、福徳出世開運の神として信仰を集めている





















































 道真は学問に通じ、聡明で特に書道に優れていた。参議是善卿の第 3 子として生まれ、
文章博士から教官を経て、右大臣にまで出世した。時の権力者藤原時平にうとまれ無実の

























明治以降に分霊を受けたものについて、昭和 26 年 9 月の調査（表 3）では、235 社が記
録されている。北海道が比較的多いのは、開拓による移民が影響しているものと思われる29。














東京都他 8 県 38 
計 235 





                                                   
29 東北福祉大学 岡田ゼミナール、2010：137。 
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都道府県名 現存 不明 奉還 合計 
北海道 8 32 4 44 
青森 4 5 3 12 
岩手 11 7 1 19 
宮城 20 23 6 49 
秋田 10 15 2 27 
山形 25 20 2 47 
福島 10 17 4 31 
新潟 16 12 3 31 
東京都 5 13 5 23 
その他 7 21 4 32 
計 116 165 34 315 









 竹駒神社に参拝に訪れる講については、神職 A は、「昔（不明）は 1000 ぐらいあったが、
現在は 700 ぐらいあるという。県外の講は秋田県が一番多い。講の中で一番大きいのが明












宮城県 講数 山形県 講数 福島県 講数
岩沼市 1 高畠町 1 会津若松市 1
塩釜市 1 南陽市 1 石川町 1
本吉町 1 山形市 2 いわき市 2
玉造郡 1 米沢市 1 都山市 1
遠田郡 1 西置賜郡 1 伊達市 1
宮城郡 1 東置賜郡 1 田村市 2
東白河郡 1
市町村不明 2








































図６．竹駒神社の組織（神職 A の説明を元に筆者作成） 
 

















 竹駒神社の世話人会は明治 12 年に結成されたが、昭和 21 年にその名称を「竹駒神社祭
典委員会」と改めた。そして、昭和 39 年 7 月 4 日、祭典委員会総会が開かれ、従来の会名
はその活動が祭典だけに限定されるような印象を与えるため、再び「竹駒神社世話人会」
と変わった。 






































（１） 総会（4 月 29 日） 
（２） 夏越祓（6 月 30 日） 
（３） 教養講座（8 月） 







（２） 秋祭り町内子供神興  
昭和 61 年の竹駒敬神婦人講の講員は、810 名32であったが、平成 23 年 6 月 31 日の現在
は 500 名33である。これは、当人が亡くなったり、移転したりするため講員が少なくなっ
たと思われる。 
                                                   
31 竹駒敬神婦人講平成 23 年度総会（配布資料）、2011。 
32 宮城正俊他,1993：140。 





 敬神青年講は昭和 27 年に結成されたが、昭和 20 年に第 2 次世界大戦が終結したばかり
のころ、国の平和を取り戻す動きとして青年団が復活した。昭和 20 年 11 月に 90 余名の青
年たちが竹駒神社に集まり、神前にぬかずき、心を新たにして、郷土の再建に向け奉仕と




 昭和 25年～26年の 2年間、青年に代わって地元の消防団員が神輿を担なくことになり、
翌 27 年に、「竹駒敬神青年講」が結成された。この竹駒敬神青年講は、最大行事として初
午大祭の神輿を担いできた。 
 昭和 58 年に敬神青年講は組織を変えて、竹駒神社神輿奉仕講と称することになった。こ
の年 11 月 27 日に総会を開き、講則を作成した。その講則によると、本講は、御神幸祭伝
統の神輿奉仕を通じ、御祭神の御神徳を顕揚するとともに、講員相互の親睦を図ることを
目的とするという。 










国後大正 11 年に、日本連盟が誕生した。 
 昭和 37 年 2 月、隊員 12 名、リーダーとして隊長、副長それぞれ 1 名、デンマザー補 3
名、団委員 6 名で宮城第 202 団カブスカウトとして発団した（宮城正俊編、1993：149）。 
                                                   
34 神職 A、聞き取り、2013 
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2 次大戦中は一時解散し、昭和 24 年に日本連盟が結成され、昭和 54 年に宮城県支部が発
足した。当ガールスカウト団は昭和 58 年 3 月 5 日に設立年会、5 月 8 日には竹駒神社神苑
において発団が開催され、宮城県第 18 団が結成された（宮城正俊編、1993：155－8）。 
 ボーイスカウトと同様、ガールスカウト宮城県第 18 団も竹駒神社の秋祭のような大祭や





 初午大祭の神輿渡御（御神幸）の行列の祭に、先頭に立って進む先共の 1 群を称して「竹
駒奴」という。歴史が古く、現在は岩沼市無形文化財（昭和 44 年指定）となっている。 
 
奥州の雄、仙台伊達藩に関係するもので、藩主の参勤交代の際に、大名行列の先
陣を承って道中を飾ったのが起源で、貞享 4 年（1687）古内家第 4 世重興が、岩
沼の鵜ケ崎城に移封されるに及び、足軽衆 33 名も仙台西多賀から岩沼古内家に
預けられ、同家の監督下にあって忠節を尽くし、明治維新に至った。維新後その
                                                   













 「竹駒奴奉仕講」として結成したのは、昭和 41 年である。従来の「竹駒奴」が運営上の
問題で再編成されることになり、同年 2 月 6 日準備会が開かれて、新しい奴奉仕の団体は
北の町を中心として、現在まで奴奉仕の経験のあるものを集めて組織、神社に直結した団






初午大祭は 3 月 16 日から 23 日まで行われる予定であったが、震災のため中止になった。
当時、講員は 10 日から 13 日まで練習をする予定だった。筆者は、初日の 10 日の練習を観
察したが、翌日は震災のため、行くことができなかった。しかし、翌年から現在まで例年











 準備世話人会が、昭和 32 年 1 月 24 日、仙台市経済クラブにおいて開催された。業界か
らは、白松恒二（白松が最中本舗社長）・原田能男（とらや社長）・近江逸郎（九重本舗玉
澤社長）・坂本喜八郎（カステラ本舗長崎屋社長）・橋本昌二（クローバー社長）の五名、











 昭和 29 年 4 月 16 日に宮城県知事に申請し、4 月 30 日に宗教法人竹駒神社たけこま保育
所の認可を受け開設した。同年の 5 月 4 日に開所式が行われ、第一回入所式挙行では定員
が 70 名であった。当時は竹駒神社の宮司が所長であった。現在園長は外部の方で宮司の役
は設置者である（神職 A、聞き取り調査、2011）。 
平成 23 年 4 月に宮城県より社会福祉法人竹駒育成会竹駒保育園の設立認定を受けた。








                                                   
















 昭和 25 年 9 月に、奉祝奉賛記念行事執行のために「壱千百年祭奉賛会」が結成されたが、
所期の目的を達成して解散した。その後、神社の祭典や諸施策に奉賛協力し、御神徳の顕
彰に奉仕する目的で、新たに「竹駒神社奉賛会」が結成された。 







（１） 小公園の増設 神社西南側 
（２） 御神池第 2 期工事の促進 
（３） 「あずまや」の建設  
（４） ベンチの増設 










 昭和 28 年 8 月、社務所裏庭に仮説道場を設けられ、岩沼弓道会が結成された。平成 4













 昭和 61 年 4 月から、毎年春秋 2 回盆栽展を開く。初めて社務所前の屋外で開催してきた






回展が昭和 60 年で、その後出品点数も増えている。平成 2 年には社務所広間の会場におい

















竹駒神社の社殿、楼門、唐門は、平成 2 年 5 月 11 日付で、岩沼市有形文化財に指定さ
れた。しかし、社殿については、平成 2 年 11 月 21 日未明に発生した火災で全焼した39。
火災の原因は、皇室行事（即位の札・大嘗祭）に反対を声明する過激派が、本殿の下に仕
掛けた時限発火装置によるものであった。 
 竹駒神社の社殿については、本殿、拝殿ともに寛政 8 年（1798）の竣工であるが、拝殿
がやや早く、春２月、本殿は冬 12 月で、引き続いて本殿の工事が行われたという。 












                                                   



































 「いわぬまさんぽ道」（第 43 号）によると、竹駒神社の境内は古くから馬の集散地とし
て知られ、旧 2 月初午大際に引続いて 100 日間馬市が開かれていた。江戸時代になって、



























                                                   












 神徳宣揚、氏子崇敬者及び社会の教化育成に寄与する目的で、昭和 60 年 10 月に竣工し
た。本館は２階建てで、1 階の床面積は 1,065 平方メートルで、儀式殿、控室、1、000 人
収容の大講堂、機械室などである。２階の床面積は、600 平方メートルの躬修殿（弓道場）
で、10 人立射場、師範席、的場、看場、控室、200 人収容の観覧席を供える。 
 崇敬会館は、全国銘菓奉献祭、全国俳句大会献句祭、茶道三彩流献茶式など、各種催し
物会場として使用されている。平成 2 年 11 月 21 日の社殿火災全焼の後は、臨時の祈祷殿











 昭和 47 年 7 月 14 日未明、木造の社務所が、火災により全焼した。その復興については、
神社当局をはじめ、役員総代その他の関係者間で検討され、耐震耐火、鉄筋構造で、本殿





理室など、棟続きの 2 階には 150 畳敷舞台付き広間などがある。１階の床面積は 1、389．

















表面 勅宣正一位日本三大稲荷 竹駒神社 
裏面 神社本庁統理 鷹司信輔 謹書 
右側面 奉納 昭和 33 年 8 月 28 日 岩沼市玉崎出身 東京都 渡辺綱治 
左側面 宮司 千葉胤男 石匠 内海嗣朗 
棹石 高さ 424 センチ 幅 50 センチ 厚さ 45 センチ 
台石 方 109 センチ 高さ 33 センチ 















 以前は明治 19 年 10 月に建てられた木造の鳥居であったが、昭和 28 年 9 月、鉄筋コンク
リート造りにされたものである。笠木上端まで 7．9 メートル、柱間は 6．4 メートル、笠











大正 12 年 6 月 1 日、亘理郡山下村高瀬（現・山元町）の菅野長重朗家内一同が奉納し



































 昭和 41 年春、神社の鳩が 1 度に 150 羽も斃死した。神社ではこれを哀れんで鳩魂祭を行































 御本殿等修復業竣工記念として建築された。昭和 39 年 6 月 3 日に地鎮祭、8 月 8 日上棟















年に建設の工事が始まった。昭和 47 年 7 月 14 日に社務所から出火、社務所が全焼したが、












































   奉寄進 稲荷大明神 延宝 8 庚申年 9 月 26 日 山本三良兵衛良兼 
 













 大石灯篭は唐門のすぐ前の参道脇に聳えるように建つ。正面には「大正 11 年 3 月、仙台
元寺小路 吉田つぎ子奉納」と刻されている。 
「吉田つぎ子」は、聖和学園吉田女学校の創始者で、仙台鉄砲町の富豪吉田由右衛門の

















49 年 11 月現在地に移した。残念ながら昭和 53 年 6 月 12 日に発生した宮城県沖地震で倒















昭和 43 年 7 月 10 日に竣工した。碑文は次の通りである。 
 古来、岩沼は馬の集散地として知られ、初午大祭に引続き 100 日間当神社にて馬市を開
く。本神社建設の国主小野篁卿神賑いに興すと伝え、世々の太守これに倣う。中世におよ
び伊達藩これを 50 日間と改めたが、お日市と呼ばれ、その殷賑は依然として四隣を圧す。 
明治 4 年軍馬購買地に指定、明治天皇東北御巡幸の両度、天覧の栄誉の浴し、大正の初期

















昭和 12年 8月 22日建設 史蹟名勝天然記念物保存法二依リ昭和 11年 7月文部大
臣指定と彫られている。2001 年『すいとく』第 579 号によると、明治維新が達成
され新政府が誕生してから明治天皇が東北地方に御巡幸なされたのは、明治 9 年、


























































                                                   



























































七五三の起源については、竹駒神社の神職 A は次のように述べている。 
 









                                                   




















十一月の土・日は一日 300 人ぐらい来ているそうである。お祓いは 10 時半から 5 時まで行
われ、一回の所要時間は約 40 分である。筆者は竹駒神社から許可をもらって、2010 年 11
月 13 日（土）午前 10 時半から 11 時半まで社殿で行われるご祈祷を観察した。その内容は
以下の通りである。 








































                                                   
































































                                                   


























































毎年 6 月と 12 月とに行われるようになった。6 月に行われる大祓は「夏越大祓、12 月に行
われる大祓は年越大祓という」と説明されていた。 
筆者が、「夏越大祓は、なぜ 6 月に行われるようになったか。」と尋ねたところ、神職 A
は、「正確な理由は分からないが、日本の風土から見ると、夏は梅雨のためじめじめしてい
るので、いろいろな病気が起こりやすい時期である。当時は、満足な食べ物もなく、衛生
                                                   
45 律令〔大祓条〕には 6 月・12 月の晦日の大祓の行事の次第を規定する。大祓は、朝廷や国衙で、恒例















① 「人形」の中心部分に氏名と年齢をご記入し、この人形に息を 3 回吹きかけ「祓へ
給ひ、清め給へ」と 3 回唱えながら全身を撫でる。 
② 「車形」は車番をご記入の上「祓へ給ひ、清め給へ」と 2 回唱えながら運転免許証




























体の大体 3 分の 1 だろうと神職 A は推定している。「竹駒敬神婦人講の平成 23 年度総会」
の資料には、現在の講員数は 500 名とあるので、だいたい 150 名くらいの参列数となる。 
筆者が観察しているかぎりでは、夏越大祓の参列者はほとんどが女性で、その中でも高齢
者が多い。女性が多いのは、先述したように参列者がほとんど講員だからであるが、高齢













 ここでは、まず夏越大祓の神事において神職の役目を説明しておく。  
① 典儀とは、神事において神事の流れを参列者に伝える役である。 





② 斎主：祓詞を読み上げる役である。  
③ 切幣主役：切幣をまく役である。  
④ 大幣主役：大幣で祓をする役である。  
⑤ 祭員：神事に参列する神職である。 
⑥ リュウイキ主役：夏越祓の神事に使った切り幣や裂いた絹や人型の紙が入ってい  











































神議りに議り給ひて 我が皇御孫命は 豊葦原瑞穂国を  
やすくにとたひらけくしろしめせと ことよさしまつりき 
安国と平けく知食せと 事依さし奉りき  
かくよさしまつりしくぬちに あらぶるかみたちをば かむとはしにとはしたま
ひ かむはらひにはらへたまひて 




















あやまちおかしけむくさぐさのつみごとは あまつつみ くにつつみ ここだく
のつみいでむ かくいでばあまつみやごともちて 







































もちかがのみてむ かくかがのみてば いぶきとにますいぶきどぬしといふかみ 
ねのくにそこのくににいぶきはなちてむ 






かくさすらひうしなひては けふよりはじめてつみといふつみはあらじと  


































                                                   
51 神社本庁教学研究所、1990：122－125 




















































































年越大祓も大祓のことである。この大祓は 12 月 31 日に執り行われるの一般である。竹





































































































































































年現在、竹駒神社には、神職が 15 名おり、そのうち男性が 14 名で、女性が 1 名である。
神職の職位から言うと、宮司が 1 名、権宮司が 1 名、禰宜が 2 名、権禰宜が 9 名、そして
出仕が 2 名であるという。表にすると、以下の通りになる。 
 
 
                                                   
56 （神社本庁、1997 : 43-5） 
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職位 人数 性別 備考 
宮司 1 名 男性 定員は１名    
権宮司 1 名 男性 定員は 1 名    
禰宜 2 名 男性 定員は 2 名    
権禰宜 9 名 男性と女性 9 名のうち 1 名が女性。定員はない 
出仕 2 名 男性 定員はない    
表 7．竹駒神社の神職の職位、人数、性別 
 
竹駒神社の権宮司に関しては、神職 A は次のように説明している。竹駒神社は平成 6 年




















































                                                   















































































































































































































































































◎◎◎         ○○    
◎◎◎         ◎◎◎◎     
◎◎◎         ◎◎ 
◎◎◎       ◆ 
▲ ▲ ▲ 
             ▲  
















神 殿    
殿 











































際に禊を行うのは 4 月～10 月の間のみである。筆者は竹駒神社の禊の担当者から許可をも























































                                                   
59川面凡児（1862－1929）は、明治末期から昭和初期にかけての神道者。文久 2 年（1862）4 月 1 日大分
県宇佐郷に生まれた。15 歳の時から宇佐神宮の新体山（大元山）に 3 年こもり修行、神仙か啓道された
という。24 歳の時上京。新聞記者をしつつ法律・経済などを学び、仏教を会得した（『神道史大辞典』 安
津素彦 2004：253）。 
            金幣を置く場所 
○          ◎ 道彦 
 



























7:03  振魂 
前と同じ動作。 
 
7:04  鳥船行事（第一段） 
鳥船行事は神社本庁研究所が発行した「禊並びに神拝行事の栞」を参考にしている。 
① まず左足を一歩前に踏み出す。 
































                                                   















7:11  振魂 
前と同じ動作 
 












7:14  気吹（いぶき）行事 
両手を拡げて差上げると同時に大気を静かに腹中に収め、次に両手を頭上にて組み、 
                                                   


























7:17  鳥船行事 （第一段） 
前と同じ動作 
 
7:19  振魂 
前と同じ動作 
 




7:22  雄健行事 
前と同じ動作 
 
7:23  雄詰行事 
前と同じ動作 
 
7:24  気吹行事 
前と同じ動作 
 




































































































































竹駒神社では第 1 日目を「初日」、4 日目を「中日」、7 日目を「仕舞日」と呼び、期間中の




































































全員一番祈祷を待ちながら神社の社務所の 2 階にある広間に泊まる。 
前夜祭・霊移しは厳粛に行われる。式次第は下記の通りである。 
① 修祓：神霊を招く前に、まず参拝者全員の心身の罪穢れを祓う。 
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番号 所役名 着装 人数
1 太鼓 白衣 3
2 先駆騎馬 1
3 奴 奴着 36
4 裃 裃着 20
5 稚児・神子 神職・巫女着
6 消防団 20
7 塩撒 塩撒着 2
8 枠付太鼓 白衣 4
9 猿田彦 天狗着 1
10 獅子 白衣 4
11 先導神職 狩衣 1
12 社号旗 白衣 4
13 御楯 狩衣
14 御鉾 狩衣
15 御弓矢 狩衣 4
16 御太刀 狩衣 2
17 四神旗 白衣 4
18 唐櫃 白衣 4
19 大真榊 白衣 12
20 楽人 直垂 3
21 荷鉦鼓 白衣 4
22 荷太鼓 白衣 6
23 錦旗 白衣 8
24 五色旗 白衣 ⒑
25 金幣騎馬 3頭
26 随身 2
27 賽銭箱 白衣 6
28 責任役員総代 裃 15
29 御神輿 担ぎ手着 130
30 宮司 衣冠
31 立傘 白衣 1
32 御神馬
33 陣笠騎馬 3
34 花籠 白衣 2  







 図 9． 神輿と列のルートと奴振り場所の地図 
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納棺以前に執り行うべき事項 ② 納棺の儀 ③ 柩前日供の儀 
 二 神葬祭後儀 
産土神社に帰幽奉告の儀 ② 墓地地鎮祭並に祓除の儀 ③ 通夜祭並に遷霊祭の儀 ④ 
発柩祭の儀 ⑤ 発柩後祓除の儀 ⑥ 葬場祭の儀 
埋葬祭並に火葬祭の儀 ⑧ 帰家祭の儀 ⑨ 霊前祭の儀    
⑩ 清祓の儀 ⑪ 祖霊祭に合祀の儀 
（Ｂ）祖霊祭 
 一 祖霊祭の期日 
恒例祭の期日 ② 臨時祭の期日 
 二 祖霊祭式次第 



































































































                                                   
88 『神葬祭の栞』1970：16 































                                                   
90 茂木貞純、2010、「神葬祭」『戦後の神社・神道―歴史と課題―』P. 325 
































                                                   





① 調査対象 平成 26 年 11 月～27 年 5 月、全国都道府県神社庁、47 か所 

























                                                   
93 アンケートを返却していなかったのは、宮城県、山梨県、長野県、静岡県、愛知県、滋賀県、京都府、

















               図 11．記入者の役職 
記入者の役職は、主事が 13 名と最も多く、次いで参事が 5 名、事務局長が 3 名、宮司
と主事補がそれぞれ 2 名、そして学芸員、録事、教化医院会教学部会長、協会員会研修部



















高知県が 1000 件と他県と比べるとかなり高い数字を示している。そして、山形県が 540
件、高知県と島根県がそれぞれ 450 件となっている。また、神奈川県が 400 件、山口県が
300 件であった。愛媛県が 200 件、埼玉県が 160 件、長崎県が 150 件、鳥取県と広島県が
それぞれ 100 件であった。石川県が 20 件、沖縄は 10 件と非常に少ない。最も少なかった














No 県名 理由 





2 福島県 営墓地による増加。 
②改宗による増加。 
③東日本大震災による増加。 







5 香川県 廉価である為らしい。 
6 宮崎県 式が高額である（神式の 2－3 倍） 
②一般へ知られるようになったから。 
（２）減少 
No 県名 理由 
１ 神奈川県 宗教的葬儀を行わない（直葬）等が原因と聞いている。 
２ 鹿児島県 人口流出に於ける減少と思われる。 
 
（３）変化なし 











3 石川県神社庁 不明 
4 福井県神社庁 不明 
5 奈良県神社庁 不明 
6 広島県神社庁 不明 
7 北海道神社庁 不明 
8 愛媛県神社庁 不明 
9 長崎県神社庁 不明 
10 富山県神社庁 不明 
11 群馬県神社庁事務局 不明 
12 鳥取県神社庁 不明 
13 高知県神社庁 不明 









































































                                                   
94 茂木、1994『神道事典』P.237 
95 加藤隆久、1991「神道葬祭儀礼於ける修祓の問題」P. 28 





祭名 修祓の有無 備考 
帰幽奉告の儀     
納棺の儀 × 遺骸あり 
墓所地鎮祭 ○ 遺骸なし 
墓所祓除 ○ 遺骸なし 
通夜祭 × 遺骸あり 
遷霊祭 × 遺骸あり 
発柩祭の儀 × 遺骸あり 
発柩後祓除の儀 ○ 遺骸なし 
葬場祭の儀 × 遺骸あり 
埋葬祭 × 遺骸あり 
火葬祭 × 遺骸あり 
帰家祭 ○ 遺骸なし 
清祓の儀 ○ 遺骸なし 
表 10．神社本庁による『神葬祭の栞』における式別修祓の有無 
 











県名 神社本庁 広島県 兵庫県 埼玉県 山口県愛媛県 秋田県 岡山県 茨城県 鹿児島県 長崎県 神奈川県 富山県 沖縄県 大阪府
祭名 1970 1993 1993 1995 1998 2001 2002 2005 2006 2011 2012 2013 2015 不明 不明
帰幽奉告の儀 － － － － ○ － － － － 不明 － － － － －
納棺の儀 × － － － － － － － × 不明 － － － － －
墓所地鎮祭 ○ － － － － － － － － － － － － － －
墓所祓除 ○ － － － － － － － － － － － － － －
通夜祭 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
遷霊祭 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
発柩祭の儀 × － － － ○ － ○ ○ － ○ － － ○ ○ －
発柩後祓除の儀 ○ － － － － － － － － ○ － － － － －
葬場祭の儀 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○
火葬祭 × － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○
埋葬祭 × － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × － ○ ○（納骨祭） －
帰家祭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
清祓の儀 ○ － － － － － － － － － － － － － －  
表 11．県別神葬祭の各儀式における修祓実施の有無 
 





















                                                   



























































































































































































































  この祭儀は、遺体を火葬に付すまえに、火葬場で行う儀式である。 
《次第》 







































































































































































































































































































































































































































近藤直也 c、1997『ケガレとしての花嫁 異界交流論序説』創元社 
櫻井徳太郎 a、1982『日本民俗宗教論』春秋社 






Mircea Eliade／Rosemary Sheed、1958『Patterns in Comparative Religion』Sheed and Ward
宮田登、2010『ケガレの民俗誌 差別の文化的要因』ちくま学芸文庫 
メアリ・ダグラス／塚本利明訳、1985『汚穢と禁忌』思潮社 




























三橋健、1996「記紀と神道という語」『古事記の世界』上、古事記研究体系１１ 高科書    
 店 
三橋健ほか、2003『わが家の宗教 神道』大法輪閣 
森 瑞枝、1998「天孫降臨」／井上順孝編『神道 日本生まれの宗教システム』新曜社 
渡邉敏郎、E. R. Skrzypczak, P. Snowden 編、2003『New Japanese-English Dicitionary』
第５版 研究社 





















竹駒神社、1999.4 『すいとく』第 537 号 竹駒神社 
＿＿＿＿、1999.7 『すいとく』第 540 号 竹駒神社 
＿＿＿＿、2000『すいとく』第 547 号 竹駒神社 
＿＿＿＿、2001.10 『すいとく』第 567 号 竹駒神社 
＿＿＿＿、2002.8 『すいとく』第 577 号 竹駒神社 
＿＿＿＿、2002.10 『すいとく』第 579 号 竹駒神社 
東京新聞：大図解、「神社信仰」2007.12.2 No. 815 
東北福祉大学 岡田ゼミナール、2010『宮城県岩沼市調査報告書 地域研究の方法と課題』 















神社本庁教学研究所 1990 『神道のしきたりと心得』 神社本庁教学研
究所 
神社本庁教学研究室、1997『神社本庁憲章解説』神社本庁 































加藤隆久、1986「神道葬祭成立考」『神道学』第 128 号 出雲 












高澤信一郎、1985「禮典 座談会 雑祭式の工夫―神葬祭―」／禮典研究会『國學院 















鈴木岩弓、田中則和編、2013「生と死」『講座 東北の歴史』第 6 巻 清文堂出版 
竹駒神社祭事研究会、1995『神社神道「神葬祭」要旨』竹駒神社 
北川正保、1985「禮典 座談会 雑祭式の工夫―神葬祭―」／禮典研究会『國學院 
 大學内礼典研究会』 第二十六号 
 
ウェブサイト 
「竹駒保育園」公式サイト http://www.ans.co.jp/n/takekoma/ 
日本三大稲荷神社 https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A8%B2%E8%8D%B7%E7%A5%9E 
 
 
 
 
 
 
 
